〔【 ベ ルー ガバ ッ ツチ } 


( 画 内 売店 で 販売 し て いま す 。) 


内 催し 物 に つい て 


ーーー バビ ヅ レ ーー 二 共 5 
竹 両 明け も 直近 か に 、 や が て 夏 の シー ズン に 入り ます が 、 今 年 の 
夏 も 楽し く 過 し て いた うと 次 の よう を な 、 催 し 物 を 企画 いた し ま 


し た の で お 知ら せい た し ます 。 

西瓜 割 り 大 諸 7 各回 20 名 で 申し 込み 制 を と り ま す の で 早 目 に 申 
と な た も 参加 で き て 、 融 し め る も の と 思い 企画 し 込ん で 下 き い 。 距 用 3 00 
いた し まし な 。 礁 っ て 参加 し て 下さ きい 。 スケ ジュ ー ル 

の 会 魚 す 革 一 外 小学 校 5 年 、6 年 を 対象 
下 の 販 物 と し て 、 線 旨 の 気分 を 味わっ て 下 きい 。 時 一 時 中 学校 1 年 、2 年 を 対象 
章 1 回 100 円 の 有料 で す 。 そ の 外 に 、 ョ ー 上 一 外 小学 校 3 年 、4 年 を 対象 
つり 用意 し まし た 。 時 間 10 時 一 14 時 。 古 食 各 自 持 。 

③ 水 の 崩 誠 ⑧ 到 の 生物 タッ チン グ コ ー ナ ー 
日 本 の 水 の 周 刻 コ ンク ー ル で 二 位 と いう 技術 を 魚 、 艇 薄 、 イ ソンギ ンチ ャ ク な ど 、 洛 の 生物 を 、 
も っ て いる 商 山 研 志 き ん を 押 き 、 彫 刻 の 実演 と 手 で きわ っ て 実際 の 感 か く を 知っ て も ら う コー 
民夫 を いた し ます 。 ナー を 設け ます 。 

④ ベ ルー ガ の サン バイ ザー プレ ゼン ト ⑦ 遊 泳 プ ー ル の オー プン 
入団 の お 子 欄 に 、 ベ ルー み の サ ン バ イ ザー を プ ジャ ン ポ ロー ター プー ル を 7 月 17H (日 ) より 
レ ゼ ント いた し ます , オー プン いた し ます 。 流れ る プー ル で 、 鍵 廉 な 


⑮ サ マー スク ー ル の 角 校 体 を つく っ て 下 き い 。 
洛 の 生物 に つい て 飼育 係 が 指導 いた し ます 。 


以上 夏 の 催し 物 に つい て 、 ご 案内 いた し まし た が 、 外 に も 動物 シ 
ョ ー 関 係 の 内 容 を 夏 に ふき わし いも の に 変更 し 、 世 様 に 楽し ん で 、 
いた だ く 様 準備 いた し て お り ま す 。 


家 砥 説明 
眉 く る し い を 中 心 に 、 大 宰 愛 尋 の ある 頭 を し て いる 「 ベ ルー」 は 、 史 部 に 晴 が を く 上顎 が 


呈 志 を 発する と き は 、 メ ロン 部 が 伸 納 し 、 し わが み ら れ ます 。 (大 島 記 ) 


特 様 に 突き 出し て いて 、 昼 め て 小 き 向 を 上 下 賃 に 各 8 一 10 対 も っ て いま す 。 頭 部 は 円 く 軟 で 、 
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@ 北 極少 の ベル ー ガ 生 捕 り 作 戦 


昭和 51 年 8 月 15 日 、 朝 5 時 30 分 起床 、 外 気温 1 度 、 
河 の 水温 10.5 度 、 真 下 と は いえ 北 線 58 度 に 位置 する 
カナ 最 北 端 の 港町 チャ ー チ ル は きす が に 楽 い 。 後 
頭 部 に 残る 眠気 も この 充 き で た ち ま ち の うち に 消え 
きる 。 

水中 作業 用 の ウェ ッ ト ス ネー ツ に 身 を か た め 、 上 に 
羽 織っ た 防 案 用 ジャ ン ペ パー の えり を 立て て カヌ ー の 
係 往 地 県 へ と 急ぐ 。 ふと 目 を 向け 
っ する チャ ー チ ル 河 に は 、 い くつ か の 「 ベ ルー カ 」 
の 自 い 姿 が 宙 茶 色 の 水面 に 見 え 隠 れ 、 俗 に いう 潮吹 
きも 河 の あちら こち ら に 多数 吹き あげ て いる 。 風 も 
な く 触 の 数 も 多く 最良 の コン ディ ショ ン で 、 生 折り 
成功 問 館 い を し の 自信 を 深め る 。 

カヌ ー の 係留 地 卓 に は 、 す で に 作業 に 協力 し て < 
れる カナ ダ 人 クル ー7 名 が 勢ぞろい し て いた 。 顔 - な 
れ は エス キモ ー、 イ ン デ ィ ア ン 、 白 人 を な ど ま ち ま ち 
で ある 。 年 前 6 時 、 商 連 般 外 機 を 備え た 5 笹 の カヌ 
ー に 鴨川 シー ワー ルド の スタ ッ プ 4 名 を 含む 11 名 が 
分 昌 、 エ ンジ ン の 意 も た か ら か に 「 ペ ルー」 を 求 
め て 出発 し た 。 

ここ で 「 ベ ルー み 」 に つい て 簡単 に 紹介 し て お こ 
う 。 体 色 が 全身 白色 で ある と ころ か ら 英 名 「 ホ ワイ 
ト ・ ホ エー ル 」 み カナ ダ で は 一 般 に 「 ペ ルー ケロ シ 
ア 語 で “ 白 、 の 意味 ) と 呼ば れ 、 日 本 で は 「 シ ロク 
ジラ 」 あ る い は 「 シ ロイ ルカ み 」 と 名 付け られ て いる 
前 の 一 竹 で 、 物 延 を と り ま く 北 李 渕 に 5、000 頭 か ら 
10.000 頭 が 生 皿 し て いる と いわ れ て いる 。 

後 等 は 水 の 解 け は じ め る 夏 に な る と 繁殖 の た め に 
移動 を は じ め 、 詩 生 思 地 で ある 坪 寒 の 北極 海 を あと 
に し て 、 北 線 50 度 附近 に まで 南下 する 。 第 史 は 水温 の 
暖か い 大 河川 の 海水 が 混入 する 河 己 で お こ を われ る 
の で 、 こ の 時 期 に は 多く の 「 ベ ルー カ 」 が 淡水 の 河 
川 に を あら わす 。 我々 が 生 摘 り 地 点 に 選ん だ チャ 
ー チ ル 洒 も ハドソン 浴 内 に ある いく つか の 筑駒 場所 

を の で ある 。 


誕生 し た ば か り の 『 ベ ルー カ 」 の 体 色 は 、 百 色 で 
を く ナ イネ ズミ 色 を し て いて 、 全 身 白 色 に を る 「 ペ 
ルー か 」 と は 想像 も つか な を い 体 色 を し て いる が 、 年 を 
経る に し た が っ て 白く な っ て ゆき 、 つ い に 全 身 白 色 
を っ て 30 年 以上 の 一 生 を すご す と 考 そら れ て いる 。 
一 般 生 態 に つい て は 、 部 分 的 に 知ら れ て いる に す 
ぎ を い が 、 そ の 中 で も 本 竹 は 他 の クジ ラ 類 と 比べ る 
と 特に 良く 鳴く こと が 知ら れ 、「 海 の カナ リエ 〒」 の 
ニッ ク ネ ー ム が つけ られ て いる 。 川 に 停泊 中 の 錠 に 
乗っ て いた 人 が 、 こ の クジ ラ の 吟 き 戸 に よっ て 一 晩 
中 眠れ な か っ た と いう 多 話 きえ ある 。 
で 一 つ 過 っ て お く と 、 日 本 で は 「 シ ロク ジラ 」 
と 呼ば れ て いる こと か ら 、 に 5 ズル ビル の 有名 を 小 
説 に 傘 場 する “ 自 航 "と 同一 禄 され る こ と が ある - 
し か し 、 こ の 白 和 は 「 マ アッコ ウ ク ジ ラ 」 の 年 疾 い た 
個体 か 、 ア ルビ ノ (白子 ) の こと で あり 、 我 々 が 生 
捕 あ うと し て いる 「 ベ ルー ケ グ 」 と は 全く 別 の アテ アニマ 
ル を の で ある 。 


この 他 地 に の み 生 皿 する 生 少 で ビュ ー テ ィ フ ル な 
アニ マル を 飼育 し よう と する 算 み は 、 今 か ら 100 年 
前 の 1877 年 か ら 始 め ら れ た 。 し か し 、 生 皿 地 み " 北 人 
海 と いう 特殊 を 環境 で ある と ころ か ら 、 輸 送 手際 、 
飼育 環境 な どか が お も うに まかせ ず 、 今 まで に 西 ド イ 
ツ 、 カ ナダ 、 ア デメ リカ の 3 ヶ国 が 成功 し た に すぎ を ない 。 
その 上 、1968 年 か ら は 、 カ ナタ 政府 が この 「 ベ ルー 
を 低 間 動物 に 指定 し て 生 摘 り を 吉林 仙 と し 、 生 
捕り 方 法 は 、 綱 、 も り の 使用 を 禁止 し た 。 攻 ち 、 つか 
ろ に よる 方 法 の み を 酢 可 する と いう 此 し い 条 件 が 定 
め ら れ た 。 我々 川 シー ワー ルド の スタ ッ フ は 、 こ 
の クジ シラ を 手づかみ に す ョ とい うに as 

、 常 識 的 に は 不可 能 と し みか 考え られ な い 条 件 を 款 
PMP り 年 可 を 取得 し 、 柏 
楽 の 地 チ ャ ー チ ル で 生 抽 り 作戦 を 開始 し た の で ある 。 

き て 、 百 び 生 捕り 作戦 に も どる こと と し よう - 河 の 
中 央 に 集結 し た 5 頒 の カヌ ー は 、 各 船 ま ち ま ち に 若 
い 「 ベ ルー が か 」 を 求め て 和 散っ て ゆく 。 カヌ ー の へ きき 


に は 両足 で 仁 宇 立ち し た ジャ ンー( 現 地 で は キャ ッ 
チャ ェ ー と は いわ な を な い ) が 水面 を に ちら み 、 船 尾 に 座っ 
だ た ドライバー は ジェ ン ペ パー が 指先 だ け で 出す カヌ ー 
の 進 行方 向 の サイ ン に あわ せ て ち 5 み に 艇 を あや つる 。 
まさに 人 入船 一 体 と な を っ た ー つ の 生き も の に 変わ る 。 
「 ベ ルー か 」 を 発見 する や 、 ス ピー ド を あげ た み カヌ 
ー と "ペル ー み 」 と の 追い 掛け っ こ が 始 まる 。 季 転 を 
体 の 持 主 で ある 「 ベ ルー み 」 は 、 水 中 で 一 転 駐 一 転 、 
スル リス ルリ と カヌ ー を か わす 。 軽い 処 体 の カヌ ー 
も 負け て は を ら じ と 急 反 転 、 追 跡 を 繰返し 才 よ うに 
食い 下がる 。 し か し 、 現 け 付け た 僚 和 の 応援 を 得 た 
タカ ヌー は 、「 ペ ルー み 」 を 河岸 近く の 小瀬 に 追い 込ん 
で ゆく 。 浅瀬 に 入っ た 「 ベ ルー」 は 推進 で ある 尾 
ビレ を 自由 に 動か すこ と が で き な く な り 、 や ちな く 
スピ ー ド を と し カヌ メー の 追 中 を 受け を が ら 流 ぎ 続 
ける 。 この 時 こ そ 生 捕り の チャ ンス な の で ある 。 み 
ヌー は 川底 に 艇 在 する 岩 に スク リュ ー を ぶっ つけ な 
が ら 「 ニ ルー グ 」 に 接近 する 。 まる で デコ ポコ 道 を 走 
る 車 の よう に 、 し ば し ば カヌ ー は 水上 に 飛び 上 る 。 
『 ベ ルー み 」 と カヌ ー が 壮 ぶ 。 好機 を 待っ て い 
ンー 達 は 、 手 に ロー プ を 据 り し め 「 ベ ルー か 」 の 
和 中 目 百 け て 次 々 と ジャ ンプ する 。 う まく タイ ミン 
グ が 含 い 背 中 に 昌和 乗り に を れれ ば ぱ ば 水中 で 頭 の 下 か ら 
ロー プ を まわ し 綿 り あげ る よう に し て 取り 押え る 。 
も ちろ ん 、「 ペ ルー み 」 と て 突然 窟 中 に 飛び 乗ら れる 
の だ か ら ビ ピック リ レ 必 死 の 通 亡 を 條 て 大 芸 れ を する 。 
水中 で ジャ ンー 達 と 「 ベ ルー ケ 」 の 大 格 病 が 行 を 
われ る の は 当 括 の 成り 行き で ある 。 し か し 、 全 て が 
全て 成功 する も の と は 限ら ず ス ルリ と 「 ベ ルー カ ュ 
に 体 を みか わき され 、 川 底 の 岩 で イヤ と いう ほど 体 を 打 
ち つ けた り 、 運 が 悪い 時 は 自分 の 乗っ て いた カヌ ー 
の 巡 産 で 頭 部 を 強打 し た りす る こと も あり 、 果 て は 
生 好 り に 執 銀 を 燃やす ジャンパ ー と 「 ペ ルー ガ 」 と 
の 水中 で の 追い 掛け っ こす ら 始 まる 。 この よう に し 
て 、 の べべ 40 数 回 の ジャ ンプ が 試み られ 、8 月 15 日 メ 
え 1 頭 、8 月 16 日 オス 、 メ ス 各 1 頭 の 3 頭 を 無 了 生 


ャ 


捕り する こと に 成功 し た 。 その 後 、 9 月 か ら 10 月 に 
か みかけ て 町 の 中 に まで 出没 する シロ クマ の 克 成 に さら 
きれ な が ら 寝 ず の 番 を 続け 、 ユ 1 ヶ 月間 の 鞭 革 も 終了 
し て チャ ー タ ー 便 に て 約 10.000km 衝 べ 30 時 間 の 輸送 の 
すそ 、9 月 19 日 無 天 に 鴨川 シー ワー ルド に 搬入 きれ 
た 。 世 界 で も 徐 ら し い 「 ペ ルー か 」 が 日 本 で 観 邊 で 
きる よう に な っ た の で ある 。 (⑯ 羽 山本) 


トビ ックス 
@ 白 フ マ と ベル ー ガ 


カナ ダ の ヘ ド ン ン 深 に ある チャ ー チ ル 河 で ベル ー 


み を 生 : 捕り 、 日 本 へ 運ぶ まで の 約 1 ヶ 月 間 、 現 地 で 
癌 葉 し まし た が 、 こ の 時 、 白 クマ (北極 グマ ) か ら 
ベル ー み を 補 る た め に 、24 時 銚 を 持っ た 監視 員 を 


や と いま し た 。 それ は 、 世界 的 
に も 有名 な 自 ク マ の 生息 地域 に あり 、 毎 年 9 月 か ら 
10 月 に な る と 、 町 の 中 に まで 白 ク マ が や っ て 来る ほ 
どの 所 だ か ら で す 。 そのため 、 町 の あちこち に は 、 
自 ク マ を 抽 え る オリ が 用 意 き れ て いま し だ た 

自 ク マ は 、 ベ ルー か が 大 好物 で 、 如 い 所 か ら 、 唄 
を か いで や っ て 来 ま す 。 日 本 へ の 輸送 準備 に と りか 
か っ た 9 月 15 日 に は 、 突 然 、 風 間 か ら 白 クマ が ベル 
ー か の 瑞 疾 プー ル の すぐ そば まで や っ て 来 まし た 。 
衝 た ち は 、 聞 近 か で 大 き な 自 クマ を 見 て ビッ クリ レ 
て し まい まし だ た が 、 監 視 員 傍 は 、 白 ク マ に 久 を 発砲 
し て 追い は らい 、 そ の 後 、 す ぐ 近 く の ワ ナ に か け 、 
生 抽 っ て し まい まし た 。 

現地 で 攻 開 し て いた 隊員 達 は 、 こ の よう を 誠 険 を 
目 に 数 回 会 いま し た が 、 無 事 3 頭 の ベル ー み を 著 開 
し 、 日 本 へ 運ん で 来る こと が で きま し た 。 (清水 記 ) 
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春 命 は 約 30 年 と 云わ れ て いま 
各々 の 横顔 を 
ル 、 温 和 
- 番 大 きい ロー ラ 

3 豆 
体重 ほ 


ズミ 色 で す が 、 
外 的 に 普通 の イ 
は 、 背 魚 が あ り ま せん 。 た だ し 背 央 
り が 約 10cm の 長き に わ ね 
て いま す 。 台 失 符 7 個 は 人 て 分 離し て 
部 が 左 右上 下 に よく 
旧 が 多い の で す が 、 
く 北 え 洋 及び 北 連 50 で 
は 5.000 一 10.000 頭 と 推 
と 体長 は 5 m に 達し 、 
す 。 当館 に は 3 頭 が 飼育 き に 3 お り 、 


その 


| 休 


面 疲 し ます 。 

壌 和 を と り ま 
数 
攻 長 する 


息 


成 


②③@ ベ ルー ガ の 名 前 に つい て 


タナ タダ ・ チ ャ ー チ ル よ り 位 路 1 万 km 
まい り ま し た 「 ベ エルーカ 」 は 、10 月 
開い た し まし た 。 今 年 の 正月 か ら 、 
らん に を な っ て いた だ いて お り ま す が 、 い 
まで は 憶 川 シー ワー ルド の 空気 に も な を なれ て 、 シ ー ワ 
お 客 様 に 親しま れ て お り ま 


昨年 9 月 に 
を 飛び 、 日 本 


ー ル ド の スタ ー と し て 、 


す <。 

まっ し ろ を な を 体 、 か わい い 目 、 首 を か し げ て みる し 
ぐ き 、 こ ん を と ころ が イル カ と 典 っ た か わい らし さき 
が あり ます 。 


この 「 ベ ルー み 」 達 に 名 前 を つけ て いた だ こう と 、 
新聞 、 テ レビ 、 ナ ラ シ 等 で 、 名 前 を 菓 集い た し まし 
た 所 、 北 は 北海 道 、 南 は 沖縄 か ら 天 勢 の 人 妖 が 応 
し て くれ まし た 。 応募 きれ だ 中 に は 、 い ろ い ろ の 名 
前 が あり まし た が 、 各 々 約 千種 類 の 名 前 が あり 、 そ 


の 中 か ら 、3 頭 の 性格 等 を 考慮 し 、 次 の 様 に 決ま り 
まし た - 

メス (大 きい 個体) ョ ー ラ 

メス (小さ きい 個体 ) チッ チ 

オス ポー ル 


チッ チ 

「 ロ ー ラ 」 生 摘 り 隊 が 北極 海 で 見 た 、 美 し い オ ー 
ロラ の よう に 育っ て 欲し いと い う 意 味 か ら 名 付け ら 
れ ま し た 。 外 に 比較 的 多かっ だ 名 前 は 、 メ リー、 リ 


リー、 、 マ リー、 ミ ミ 、 ベ ル 、 ハ ナ 子 、 ビ ー 
、 シ ー を など が あり まし た 。 
「 ベ ルー み 」 は 「 海 の カナ リヤ 」 と も 
いわ れ 、 チ ー チ ー と 胡 く 只 く と ころ か ら 「 チ ッ チ コ 
決ま り ま し た 。 ヽ ・ チー ら 、 ピ 
ー ュ 、 ピ ビ 、 メリ ー、 リ 
ル 一 等 が 多く 投 稿 きれ まし た 。 
「 ポ ボー ル 」 北 極 海 に 生息 する 動物 で 、 極 を 英語 で 
ポー ル と いう こと か ら 名 付け られ まし た 。 外 に ガン 、 
テン 、 タロ ー、 デ ュ 、 ド ン 、 


ベル 、 ベ カー 等 が 多く あり まし た 。 ( 螺 田 記 ) 


ベル 、 マ リ 、 マ ル 、 


リー、 ル ル 、 


ョ ン 、 シ ロー、 シ っ 、 


